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1.旭川岡山中心市街地の
かわまちづくりについて

まちづくり・防災グループ
研究員 松尾 峰樹

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt
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岡⼭と旭川 岡⼭について

• 人口：約191万人（H.29年8月1日現在）
（全国20位）

• 面積：7,112km （全国17位）

• 県庁所在地：岡山市

• 人口：約72万人（H.29年8月1日現在）

• 面積：789.9km

• 2009年4月1日に政令指定都市に移行

• 観光地：岡山城、岡山後楽園、等
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岡⼭と旭川 旭川について

高梁川

吉井川

旭川

岡山三川位置図 旭川流域図

公益財団法人 リバーフロント研究所

国土地理院撮影航空写真（2007年撮影）

岡⼭と旭川 ③岡⼭市と旭川について

岡山
駅

岡山城

岡山後楽園

約2.0ｋｍ

旭川
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所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

国土地理院撮影航空写真（2007年撮影）

岡⼭と旭川 ③岡⼭市と旭川について

岡山
駅

岡山城

岡山後楽園

：文化施設
：美術館
：博物館
：図書館
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所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

国土地理院撮影航空写真（2007年撮影）

岡⼭と旭川 ③岡⼭市と旭川について

岡山
駅

岡山城

岡山後楽園日常的な
賑わいで
活発に
したい
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国土地理院撮影航空写真（2007年撮影）

主な拠点、地先名等

岡山
駅

岡山城

石山公
園

岡山
後楽園

い ず し

出石地
区

う ち さ ん げ

内山下地区

旭川さくらみち

岡山県庁

桃太郎大通り

県庁通り

天満屋

表町商店街

公益財団法人 リバーフロント研究所

これまでの取組 ①岡⼭市の計画

岡山市の中心市街地基本構造図

岡山地域中心市街地活性化基本計画では、旭川右岸の出石地区と内山下地
区を結ぶ旭川沿いの通りや旭川左岸の旭川さくらみちが、都心軸・景観軸
として位置付けられている。
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これまでの取組 ②旭川かわまちづくり計画

• 旭川左岸古京地区における護岸整備や桜の維持・桜並木の保全を含む
歩行空間整備等を盛り込んだ「旭川かわまちづくり計画」が、平成25
年3月に新規登録された。

• これまでの取組は旭川左岸側が中心であった。

旭川かわまちづくり計画の主な項⽬（新規登録時点）

（ハード整備） （ソフト施策）

公益財団法人 リバーフロント研究所

これまでの取組 ②旭川かわまちづくり計画

かわまちづくり計画により整備された旭川さくらみちは、桜の季節になると賑わい
を見せる。
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【ミズベリング岡山旭川】
開催日時：平成27年10月31日（土）

10：00～16：00

会 場：岡山城・岡山後楽園周辺の旭川
石山公園
旧内山下小学校（ワークショップ）

内 容：旭川かわまちウォーク
カヌー体験
ワークショップ
パークマーケット

実施団体：ミズベリング実行委員会

2015年度の取組 ミズベリング岡⼭旭川の開催

• 岡山城、岡山後楽園周辺の旭川では、2015年よりミズベリングに取組
んでいる。

• 2015年のミズベリングでは、パークマーケットやカヌー体験、ワーク
ショップを実施した。

公益財団法人 リバーフロント研究所

ワークショップの開催状況

• ワークショップでは、「集う・憩う・楽しむためのアイデア 」を共通
テーマとして旭川と岡山城、後楽園周辺のかわづくり・まちづくりに
ついて考えていただき、様々なアイデアをいただいた。
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ワークショップであがった具体的なアイデア

公益財団法人 リバーフロント研究所

ミズベリング岡⼭旭川2016
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ミズベリング岡⼭旭川2016
• イベントの公募を行ったことにより、実施イベント数が12と、2015年から倍増

した。

2015年 2016年

オープニング、桜の植樹 オープニング、フォトコンテスト授賞式

後楽の森と川パークマーケット パンマルシェ、オープンカフェ等

飲食店の出店 「水と青のじかん」こどものワークショップ

カヌー体験 備前百会灸体験

旭川かわまちウォーク カヌー体験

ワークショップ みんなでOKAYAMA！市民体操

移動水族館

秋涼リバーコンサート

アンダーザブリッジ・シアター

現地見学会～岡山城と旭川とお城と石垣～

川を桃でうめつくそう

水辺のブックカフェ

合計イベント数　6 合計イベント数　12

公益財団法人 リバーフロント研究所

ミズベリング岡⼭旭川2016 開催状況

当日は夕方から雨となる天候だったものの多くの人が旭川周辺を訪れた。

⽯⼭公園 ⽯⼭公園前

⽔辺の回遊路 カヌー体験

現地⾒学会
 岡⼭城と旭川とお堀と⽯垣 ⽔辺のブックカフェ 川を桃でうめつくそう 相⽣橋周辺イベント
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ミズベリング岡⼭旭川2016 開催状況

• 河川敷では、休息する人が多く見られた。
• 旭川活用のポテンシャルが高いことが示唆された。

公益財団法人 リバーフロント研究所

ミズベリング岡⼭旭川2016 アンケート調査
１．目的
本調査は、ミズベリング岡山旭川の今後の活動
と、旭川周辺を含めた岡山市中心部のにぎわい
づくりの参考とすること。

２．調査場所

調査場所は各イベント会場５箇所（下図）で行

った。

３．調査日時

平成28年10月16日（日）10：00～16：00

（ミズベリング岡山旭川2016開催日）

※20時までイベントが行われる相生橋周辺における調査時間について

は、天候、外の明るさ等の状況を見て17：30までとした。

４．調査方法
聞き取り調査
※但し、状況に応じて回答者自身がアンケート
用紙に書き込む方法で調査を行った。

５．回答数
・目標サンプル数：200票以上
・回答数：233票
【会場毎の回答数内訳】
石 山 公 園 ：
烏 城 公 園 槍 櫓 跡 付 近 ：
月 見 橋 周 辺 ：
岡 山 後 楽 園 東 広 場 ：
旭 川 さ くらみち河川敷 ( 相 生橋付近 ) ：

118票
11票
66票
24票
14票
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アンケート調査結果 回答者の属性

• 40代以下が約7割を占めた。
• 回答者の男性：女性の比率が約1：2であった。

公益財団法人 リバーフロント研究所

表町商店街

アンケート調査結果 回遊性について

• 石山公園のみを訪れた人が最も多かったが、イベント各会場を回遊す
るケースも多くみられた。

• 決して多くはないが、岡山駅周辺、イオンモール岡山、表町商店街等
、中心市街地へ回遊が広がっている様子が伺える。

Q：今日はどのエリアに行きましたか、または行く予定ですか。

表町商店街

岡山駅周辺

イオンモール岡山岡山駅周辺

イオンモール岡山

イオンモール岡山岡山駅周辺

表町商店街
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アンケート調査結果 参加した感想（⾃由回答）

好評だった点

• オシャレな雰囲気で良かった。

• 健康的な雰囲気でよかった。

• のびのびとした中でゆっくりと過ごせてよかった。

• 風を感じながらゆっくり散歩も出来て、素敵な音楽に癒されて美味しい食べ物におなかも満たされました。

• 年間通して定期的に開催していただけると嬉しいです。

• 川辺の風が心地よい。

• ロケーションが良かった。

• 景色がよい。

改善点

• 水辺のイベントなので、水にちなんだものをもう少し体験したい。

• 子供も大人も楽しめる体験型のイベントが増えればよいと思う。

• もっとたくさんの出店があり、にぎわいがあるのかと思った。色々なお店があればよい。

• 情報が少なく、各イベントの内容に不明な部分があった。

• 年間通して定期的に開催していただけると嬉しいです。

• 案内標識等、お客さんの案内が不足したことが残念。

岡山城・岡山周辺の旭川への要望

• 休憩スペース（イス等）がもう少しあったらと思う。

• トイレの数を増やして、中を明るく。街灯を増やして欲しい。

• 水辺の樹と緑を増やしたい。

公益財団法人 リバーフロント研究所

出⽯地区、内⼭下地区の河川改修事業

出石地区の堤防整備と併せて新たに整備されるスロープ、内山下地区の既
設スロープの改修により、水辺へのアクセス性の向上が期待される。

●出⽯地区の河川改修後イメージ
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旭川かわまちづくり計画の第2回登録変更
• 水辺の回遊路について、歩行性が向上する河川管理用通路として整備

することを目的とした検討を行った。
• 第2回登録変更により、検討結果を「旭川かわまちづくり計画」に位置

づけた。

ワークショップで出た意見
•ガタガタしてて歩きにくい
•水辺をもう少し歩きやすくす
れば散策しやすくなると思う

●現在 ⽔辺 回遊路 状況

公益財団法人 リバーフロント研究所

ユニバーサルデザインへの配慮、既整備の水辺の回遊路における捨石間詰
コンクリート幅（2.2ｍ～2.7ｍ程度）、安全性の確保等の観点から総合的
に勘案し、幅員2.50ｍ、横断勾配2％とした。

⽔辺の回遊路の検討 幅の検討

【都市公園の移動等円滑化整備ガイドラ
イン（平成24年3月 国土交通省）】より、移

動等円滑化園路の通路の基準を参考に、
ユニバーサルデザインに配慮。

河川管理⽤通路横断    

12

第25回リバーフロント研究所研究発表会 平成29年9月8日



公益財団法人 リバーフロント研究所

• 比較検討及び意見聴取の結果、舗装の色は景観に配慮された中穏色に
よる試験施工を行い、色合いを確認した上で本施工を行うこととなっ
た。

• 水辺の回遊路の利用状況を勘案し、舗装の素材については、硬質で流
水や水没に対して強い着色コンクリート舗装が適切と考えられる。

⽔辺の回遊路の検討 舗装の検討

中穏⾊による舗装のイメージ

公益財団法人 リバーフロント研究所

⽔辺の回遊路の検討 期待される効果
出石地区のスロープ、石山公園前のスロープ、
内山下地区のスロープの三点を歩行しやすい
河川管理用通路により繋がる。

既整備の旭川さくらみちと蓬莱橋、鶴見橋、相
生橋を介して接続される良好な歩行環境の水
辺の回遊ルートの誕生。

• 水辺へのアクセス性の向上
• 地域住民や観光客が水辺と触れ合

う機会の増加

• 水辺のにぎわいづくりの気運の高
まり

• ビュースポットの創出
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ソフト施策の追加

項　　目 実施団体 内　　容

石山公園パークマネジメントの推進 岡山市

　行政、市民、民間団体等が連携した

協議体が公園を管理・運営・整備する
仕組みである「パークマネジメント」を
推進し公園の魅力向上や、にぎわい
の創出を図る。

オープンカフェ常設化に向けた
社会実験

岡山市

　平成２７年度は９月～１１月の休日１
４日・平日９日の計２３日間、キッチン

カーによる実験を実施。
　平成２８年度は９月～１１月の３か月
間、移動型店舗を常設して実験を実
施。

　今後はこれらの実験の結果を検証
し、常設化のスキーム等を検討する。

公園トイレのネーミングライツ 岡山市

　民間活力の導入により公園トイレの
管理の質を高め、市民等が快適に利
用できるようネーミングライツ制度を活
用し、公園の魅力向上及び地域経済

活動の活性化を図る。

ミズベリング岡山旭川 岡山河川事務所

　市民や岡山を訪れる皆さんに、岡山
城・岡山後楽園周辺の旭川に親しん
で頂くとともに、「かわ」と「まち」づくり
について一緒に考えることを目的とし
た「ミズベリング岡山旭川」を開催し、

旭川の新たな魅力を引き出す。

旭川かわまちフォトコンテスト 岡山商工会議所

　旭川を市民や観光客により親しんで
いただくため、四季を通じて「旭川で集
い、憩い、楽しむ人々」をテーマにした
写真を募集し、フォトコンテストを実施
する。展示やホームページ等で県内
外に優秀作品を紹介するとともに、写

真集等を発行して旭川の魅力を発信
する。

ハード施策との相乗効果を図るため、ソフト施策についても旭川かわまち
づくり計画へ新たに追加した。

公益財団法人 リバーフロント研究所

ワークショップのアイデアの対応状況

旭川さくらみちの整備

カメラ撮影イベント、旭川の写真展

堤防整備の⼯夫

⽔辺の回廊の歩⾏性の改善

⽔辺の回廊の接続

散策コース、ランニングコースの設定
※かわまちづくり計画新規登録時に既に企画があった。

ミズベリング岡⼭旭川開催による継続した市⺠への発信
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まとめ

【成果】
•これまでの2回の開催にて、実行委員会形式で主催する水辺のイベント
の試行とノウハウが蓄積できた。
•ミズベリング岡山旭川2016にて、市民等公募イベントの試行とノウハウ
が蓄積できた。

【今後の方向性】
•民間が参入可能な基盤整備を含め、蓄積されたノウハウを普及させ、市
民主導のにぎわい創出へと繋げていくことが重要である。

ミズベリングについて

公益財団法人 リバーフロント研究所

まとめ

【成果】
•「旭川かわまちづくり計画」による整備等によって今後岡山城、岡山
後楽園周辺の旭川に良好な歩行環境の水辺の回遊ルートが誕生すること
により、地域住民や観光客が水辺と触れ合う機会が増えることから、旭
川における水辺のにぎわいづくりの気運の高まりや、岡山城・岡山後楽
園といった文化財と旭川が織り成す景観を眺めるビュースポットの創出
が期待される。

【今後の方向性】
•岡山城、岡山後楽園周辺の旭川と中心市街地、出石方面、県庁通り方
面の周遊機能を高めることで、より一層のにぎわい創出が図れると考え
られる。

「旭川かわまちづくり」について
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